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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、PLC上のTCP/UDPレベルの通信性能の高速・安定化のための設計やPLCモデムでの制御
に関するものである。PLCの伝送路品質は、電力配線やその上の機器・ノイズ源の位置・種類などに
影響され、場所や時間による差が大きい。そこで、電力配線から広帯域PLCのUDP性能を簡易に推定
する手法の開発、それに基づく中継器設置効果の分析と提案、TCP/UDP通信特性の詳細分析のための
PLCシミュレータの開発を行った。さらに、広帯域PLC上で複数フローが混在する時のPLCモデムで
のクロスレイヤー制御を用いた輻輳ウインド最適化によるTCP性能や共存するVoIP遅延の安定化、お
よび狭帯域PLC併用時のPLCモデムでのクロスレイヤー制御を用いた非対称全二重通信による単体
TCP性能の高速化を実現した。 
 これらの一連の研究を通じて、ホームネットワークにおけるPLC上のアプリケーション（TCP/UDP）
通信の高速・安定化に必要な様々な手法を、実環境での実験や計測に基づき設計・評価し、その実用
化や将来展望へ一定の貢献を果たした。 
 本論文に関し、調査委員から、PLCによって実用に耐える通信性能が実現できる家屋・環境の条件、
TCPに対するクロスレイヤー制御の汎用性や制限、BMAE手法による性能予測の理論的解釈や制限、
無線LANとの本質的なコストの比較、有効なアプリや利用形態、などについて質問がなされ、いずれ
も著者から明確な回答が得られた。また、公聴会においても、多数の出席者から種々の質問がなされ
たが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
